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農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
米
国
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
離
脱
の
意
志
を
表
明
し
、
今
後
は
日
米
自

由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）及
び
欧
州（
Ｅ
Ｕ
）

と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
な
ど

農
畜
産
物
の
輸
入
自
由
化
へ
の
圧
力
が
高
ま

る
事
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

酪
農
・
畜
産
情
勢
は
、
労
働
力
不
足
や
後

継
者
問
題
、「
農
協
改
革
」
に
よ
る
影
響
等

も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
の
生
乳
生
産
は
、「
北
海
道
生
乳
生

産
基
盤
・
安
定
供
給
強
化
対
策
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
一
番
草
収
穫
時
か
ら
の
低

温
や
日
照
不
足
、
台
風
の
影
響
等
に
よ
り
生

乳
生
産
量
は
停
滞
し
、
次
年
度
生
乳
生
産
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

混
沌
と
し
た
酪
農
畜
産
情
勢
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
年
度
に
お
か
れ
ま
し
て
も
組

合
員
の
皆
様
方
が
自
ら
の
経
営
内
容
を
把
握

し
、
中
期
的
経
営
戦
略
を
計
画
に
盛
り
込
ん

だ
中
で
、
家
族
・
社
員
総
意
に
よ
り
、
目
標

達
成
に
向
け
責
任
あ
る
計
画
の
遂
行
を
ご
期

待
致
し
ま
す
。

平成29年度 営農計画樹立協議 終了
～高品質な農畜産物を安定的に生産できる体質強化を!!～
1月18日から1月末にかけ、４地区で平成２９年度営農計画樹立協議を実施

幌呂支所

白糠支所

本　所
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釧路の牛乳をモーッと飲もう!!
～「くしろ冬まつり」で根釧牛乳をＰＲ!! 釧路地区農協青年部協議会～

Ｊ
Ａ
人
事
管
理

制
度
研
修
会

二
月
一
日
、
本
所
で
、
新
採
用

職
員
及
び
課
長
職
（
三
年
未
満
）

を
対
象
と
し
た
人
事
管
理
制
度
研

修
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
中
央
会
根
釧
支
所
元
木

監
査
士
を
講
師
に
招
き
、
人
事
管

理
制
度
の
概
要
、
人
事
考
課
の
基

礎
知
識
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
演
習
に
よ
る
考

課
者
訓
練
等
を
実
施
し
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

二
月
四
、
五
日
の
二
日
間
、

釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
で
「
く
し
ろ
冬
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
多
く
の
来
場
者
が

集
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

や
消
費
者
ま
つ
り
な
ど
様
々
な

催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議

会
は
、「
釧
路
の
牛
乳
を
モ
ー

ッ
と
飲
も
う
‼
」
と
銘
打
ち
、

根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
を
行
な

い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
石
黒
隆
行

部
長
は
、「
私
達
が
生
産
し
た

牛
乳
の
お
い
し
さ
を
伝
え
た
い

一
心
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

消
費
者
の
方
々
に
身
近
に
接

し
、
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら

う
と
大
変
励
み
に
な
り
ま
す
。

５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー
づ

く
り
に
向
け
て
、
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
《
Ｊ
Ａ
ジ
ャ
ン
プ
》
の
普
及

を
し
、
地
道
な
草
の
根
活
動
を

今
後
も
続
け
て
参
り
た
い
。」

と
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

根釧牛乳を手渡す大坂隼人部員（左）と石黒隆行部長
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平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
〜
八

日
に
実
施
さ
れ
た
役
員
視
察
研
修

に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

１
．
Ｊ
Ａ
標
津

「
新
し
い
農
業
経
営
者
づ
く
り

事
業
」
に
つ
い
て

標
津
町
・
Ｊ
Ａ
標
津
等
関
係
機

関
が
構
成
す
る
「
標
津
町
農
業
担

い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
の

枠
組
の
中
で
、
平
成
二
十
六
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
規
就
農
対

策
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

最
大
の
特
徴
は
、
既
存
の
酪
農

家
が
「
就
農
ト
レ
ー
ナ
ー
」
と
し

て
新
規
就
農
希
望
者
（
就
農
研
修

員
、
以
下
、「
研
修
員
」）
を
受
け

入
れ
、
最
終
的
に
農
場
自
体
を
研

修
員
に
「
居
抜
き
継
承
」
す
る
形

式
と
な
り
、
又
、
研
修
員
は
継
続

的
な
手
厚
い
資
金
援
助
等
を
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
と
な
る
。

就
農
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、
概
ね
三

年
以
内
の
離
農
予
定
農
家
や
、
北

海
道
指
導
農
業
士
の
有
資
格
者
六

名
を
含
め
、
現
在
は
七
名
が
務
め

て
お
り
、
研
修
員
は
期
間
中
三
カ

月
ず
つ
複
数
の
ト
レ
ー
ナ
ー
の
下

で
学
ぶ
事
と
な
る
。

既
存
農
家
に
対
す
る
離
農
予
定

の
意
思
確
認
方
法
は
、
農
協
の
五

か
年
計
画
の
中
間
年
に
全
戸
を
対

象
に
意
向
調
査
を
実
施
。
そ
の
後
、

地
域
と
十
分
な
話
し
合
い
を
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

地
域
で
も
新
規
就
農
者
を
受
け

入
れ
る
意
見
と
、
地
元
農
家
の
規

模
拡
大
の
意
見
が
拮
抗
す
る
場
合

が
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
話
し
合

う
事
が
求
め
ら
れ
る
。

研
修
員
は
二
年
間
の
酪
農
専
門

基
礎
研
修
（
し
べ
つ
デ
イ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
）
を
受
講
で
き
、
農
協
が

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
根
釧

農
業
試
験
場
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
飼
養
管
理
に
つ
い

て
の
座
学
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

視
察
等
を
行
っ
て
い
る
。

デ
イ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
研
修

員
の
み
な
ら
ず
地
域
の
酪
農
後
継

者
や
若
手
職
員
も
参
加
す
る
為
、

研
修
員
が
地
域
と
の
交
流
を
深
め

ら
れ
る
貴
重
な
取
り
組
み
に
も
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
研
修
員

は
研
修
期
間
中
の
周
囲
と
の
関
わ

り
の
中
で
、
地
域
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
十
分
出
来
る
機
会
が

あ
り
、
協
同
組
合
精
神
、
農
協
の

存
在
意
義
に
対
す
る
理
解
が
醸
成

さ
れ
る
。
就
農
後
も
毎
月
事
務
所

に
訪
れ
、
職
員
と
人
工
授
精
や
個

体
販
売
等
の
相
談
が
出
来
る
信
頼

関
係
が
築
け
る
よ
う
に
な
る
。

新
た
な
研
修
生
は
事
務
局
（
Ｊ

Ａ
）
に
て
面
接
し
、
経
歴
、
就
農

へ
の
熱
意
等
を
総
合
的
に
判
断
し

て
い
る
。

居
抜
き
継
承
を
取
り
組
み
の
柱

と
し
た
理
由
は
、
新
し
い
農
業
者

は
、
研
修
施
設
等
の
建
物
に
よ
っ

て
育
て
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

人
に
育
て
ら
れ
る
、
と
い
う
認
識

が
根
底
に
あ
り
、
そ
ち
ら
の
方
が

人
材
育
成
の
確
実
性
は
高
い
と
い

う
話
を
伺
っ
た
。

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
役
員
道
内
視
察
研
修

3

3



２
．
Ｊ
Ａ
中
春
別
共
和
育
成
牧
場

・
全
酪
連
中
春
別
育
成
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ａ
中
春
別
で
は
、
営
農
支
援

対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
哺
育

育
成
支
援
策
と
し
て
農
協
で
育
成

牧
場
を
運
営
し
て
い
る
。

当
日
は
こ
の
農
場
内
に
新
た
に

建
設
さ
れ
る
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

関
連
事
業
を
利
用
し
た
生
乳
生

産
・
酪
農
研
修
施
設
（
₈₀
頭
つ
な

ぎ
牛
舎
、
建
設
中
）
も
視
察
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
は
中
春
別
畜
産
ク
ラ
ス
タ

ー
協
議
会
に
よ
り
新
規
就
農
者
及

び
後
継
者
を
は
じ
め
と
す
る
担
い

手
育
成
確
保
、
人
材
育
成
の
為
の

研
修
施
設
の
充
実
を
目
的
に
、
現

行
の
育
成
牧
場
に
生
乳
生
産
及
び

研
修
施
設
を
増
設
し
、
同
時
に
法

人
組
織
へ
の
事
業
移
行
が
計
画
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
農
協
総
会
で

も
既
に
承
認
を
受
け
た
も
の
。

こ
の
新
た
な
農
協
出
資
型
法
人

は
「
株
式
会
社
な
か
し
ゅ
ん
べ
つ

未
来
牧
場
」
と
命
名
さ
れ
、
平
成

二
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
三
つ
の

牧
場
を
統
合
し
て
運
営
が
開
始
さ

れ
る
。

〇
施
設
の
概
要

１　

中
春
別
農
協
共
和
育
成
牧
場

一
貫
哺
育
育
成
預
託
牧
場
と
し

て
生
後
三
日
か
ら
分
娩
一
カ
月
前

ま
で
の
受
入
が
可
能
で
、
入
牧
に

あ
た
っ
て
は
、
分
娩
後
初
乳
が
十

分
量
給
与
さ
れ
て
い
る
事
を
条
件

と
し
、
職
員
が
現
地
で
個
体
確
認

し
た
上
で
受
入
し
て
い
る
。
雌
牛

育
成
預
託
事
業
で
は
１
，
２
０
０

頭
程
度
飼
養
し
て
お
り
（
二
十
八

年
十
一
月
末
在
庫
頭
数
）
事
故
率

も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
と
の
事
。

施
設
内
で
牛
の
事
故
が
発
生
し

た
場
合
は
、
二
度
と
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
に
従
業
員
で
相
談
し
て

対
策
を
す
る
と
の
事
で
、
こ
れ
ら

の
対
応
に
よ
り
低
事
故
率
に
抑
え

ら
れ
て
お
り
、
全
体
の
中
で
も
発

育
不
良
牛
は
二
頭
し
か
お
ら
ず
、

そ
の
牛
は
入
牧
時
か
ら
調
子
の
悪

い
牛
だ
っ
た
と
の
事
。

十
分
な
採
光
を
考
え
た
施
設
を

利
用
し
、
除
角
は
離
乳
時
に
行
い
、

こ
こ
数
年
は
事
故
が
少
な
く
安
定

し
て
い
る
状
況
で
、
伝
染
病
に
関

し
て
も
し
ば
ら
く
は
発
生
し
て
お

ら
ず
、
受
入
農
家
自
体
か
ら
も
出

て
い
な
い
と
の
話
を
伺
っ
た
。

２　

全
酪
連
中
春
別
育
成
セ
ン
タ
ー

共
和
育
成
牧
場
内
に
設
け
ら
れ

た
、
全
酪
連
の
資
本
提
供
に
よ
る

預
託
専
用
施
設
。
全
酪
連
の
主
に

内
地
の
会
員
の
育
成
牛
を
預
か
り

分
娩
二
カ
月
前
ま
で
を
管
理
。
全

酪
連
の
担
当
者
に
よ
り
牛
群
管
理

の
指
導
を
受
け
運
営
し
て
い
る
。

給
餌
作
業
が
特
殊
で
、
牛
房
ご

と
の
飼
槽
に
て
配
合
飼
料
を
与
え

る
の
で
は
な
く
、
牛
群
を
給
餌
専

用
の
牛
舎
に
移
動
さ
せ
た
後
、
各

4
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牛
を
連
動
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
に
掛
け

て
か
ら
給
餌
す
る
仕
組
み
。
こ
の

時
に
治
療
・
繁
殖
管
理
等
の
個
体

管
理
と
牛
房
の
掃
除
等
そ
の
他
す

べ
て
を
行
う
。
種
付
け
後
の
ボ
デ

ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
チ
ェ
ッ
ク

し
、
過
肥
防
止
に
も
努
め
て
い
る
。

一
見
手
間
と
時
間
が
か
か
り
そ

う
な
取
り
組
み
に
見
え
る
が
、
作

業
効
率
は
高
く
一
時
間
半
程
度
で

こ
れ
ら
の
作
業
は
終
わ
る
。

多
頭
数
飼
育
が
行
わ
れ
て
い
る

群
管
理
に
お
い
て
は
、
群
れ
の
中

で
順
位
が
低
い
牛
、
輸
送
時
の
ス

ト
レ
ス
で
体
調
が
万
全
で
な
い
牛
、

別
の
群
か
ら
移
動
し
て
き
た
ば
か

り
の
弱
い
牛
等
の
食
い
負
け
を
防

止
す
る
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
育

成
牛
段
階
か
ら
連
動
ス
タ
ン
チ
ョ

ン
に
慣
れ
さ
せ
る
事
で
、
経
産
牛

に
な
っ
て
か
ら
も
繋
留
し
易
く
管

理
が
容
易
な
牛
に
仕
上
げ
ら
れ
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

３　

搾
乳
舎
等
生
乳
生
産
・

酪
農
研
修
施
設

現
地
で
は
来
年
四
月
か
ら
の
稼

働
に
向
け
た
施
設
の
建
設
工
事
の

真
最
中
で
、
研
修
生
に
つ
い
て
は
、

募
集
行
為
を
す
る
ま
で
も
な
く
、

噂
を
聞
き
つ
け
た
メ
ン
バ
ー
が
自

然
に
集
ま
っ
て
来
た
と
伺
っ
た
。

研
修
牧
場
の
立
地
は
、
中
春
別

育
成
セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地
で
、
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
関
連
事
業
を
活
用

し
て
、
80
頭
規
模
の
繋
ぎ
牛
舎
や

宿
泊
施
設
（
家
族
用
二
部
屋
、
単

身
用
四
部
屋
）
を
備
え
て
お
り
ま

す
。キ

ャ
リ
ロ
ボ
、
自
動
給
餌
機
等

の
最
新
機
械
が
導
入
さ
れ
た
モ
デ

ル
牧
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

新
規
就
農
希
望
者
だ
け
で
な
く
酪

農
後
継
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も

活
用
し
、
地
域
の
酪
農
振
興
に
つ

な
げ
た
い
と
の
事
。

研
修
牧
場
で
は
他
に
、
専
属
ス

タ
ッ
フ
や
農
協
の
営
農
指
導
担
当

者
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職

員
ら
が
、
乳
牛
の
飼
養
管
理
に
関

す
る
基
本
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。

共
和
育
成
牧
場
の
施
設
を
活
用

し
て
、
哺
育
・
育
成
や
繁
殖
技
術

も
指
導
し
、
そ
の
研
修
期
間
は
原

則
三
年
間
以
内
と
な
る
。
研
修
生

は
牧
場
職
員
と
し
て
雇
用
し
給
与

が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
生
産
基

盤
の
維
持
・
拡
大
が
目
的
で
、
Ｊ

5

5



Ａ
中
春
別
は
こ
れ
ま
で
も
担
い
手

確
保
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
組
合

員
の
酪
農
家
（
１
７
１
戸
）
に
占

め
る
新
規
就
農
者
の
割
合
は
約
20

％
（
30
戸
）
に
上
る
。

高
齢
化
の
進
展
等
で
離
農
の
加

速
が
予
想
さ
れ
る
中
、
研
修
牧
場

を
通
じ
て
担
い
手
の
確
保
を
確
実

な
も
の
と
す
る
手
法
。
や
は
り
、

自
前
の
施
設
を
持
つ
事
の
強
み
を

再
認
識
し
た
所
で
も
あ
っ
た
。

尚
、
糞
尿
処
理
に
関
し
て
は
、

別
海
町
で
新
設
さ
れ
た
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
利
用
を
前
提
に
ス

ラ
リ
ー
ス
ト
ア
を
設
置
し
て
い
る
。

◆
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
が
こ
れ
か
ら

取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
、「
担

い
手
確
保
対
策
」
と
、「
育
成
牛

の
預
託
施
設
更
新
」
に
関
連
し
た

他
地
域
の
先
進
事
例
を
視
察
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
標
津
の
取
り
組
み
に
関
し

て
は
、
始
ま
っ
て
数
年
間
の
様
々

な
苦
労
話
や
、
最
も
重
要
に
な
る

地
域
に
対
し
て
意
思
確
認
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
等
を
示
し
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
中
春
別
の
牧
場
運
営
に
つ

い
て
は
、
独
特
な
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
で
飼
養
管
理
さ
れ
て
い
る
部

分
も
あ
り
な
が
ら
、
効
率
的
な
施

設
活
用
が
な
さ
れ
て
お
り
、
新
規

施
設
設
計
の
参
考
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
各

Ｊ
Ａ
、
ご
担
当
者
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
幌
呂
支
所
営
農
課
長

増
川
純
仁
）

6
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

7

7平
成
28
年
産

サ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て

今
回
は
気
象
状
況
と
過
去
の
デ
ー

タ
を
振
り
返
り
な
が
ら
28
年
産
の
サ

イ
レ
ー
ジ
の
品
質
と
栄
養
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

1
　

気
象
の
推
移

ア
メ
ダ
ス
（
釧
路
）
デ
ー
タ
に
よ

る
平
成
28
年
の
気
象
経
過
で
す
。

気　

温
：
全
体
的
に
見
る
と
高

く
推
移
し
て
い
る
が
、
６
月
に
低
温

が
み
ら
れ
た
（
図
１
）。

日
照
時
間

：
６
〜
９
月
は
平
年
に

比
べ
て
少
な
い
（
図
２
）。

降
水
量
：
６
月
中
旬
以
降
は
平

年
よ
り
も
多
く
、
八
月
は
台
風
の
影

響
も
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
気
象
推
移
に
よ
り
生
育

と
収
穫
開
始
の
遅
れ
が
見
ら
れ
、
特

に
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
一
部
の
圃

場
で
滞
水
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
折
損
、

葉
先
の
枯
れ
や
倒
伏
が
み
ら
れ
ま
し

た
。

2　
サ
イ
レ
ー
ジ
分
析
値

表
１
は
28
年
産
と
過
去
四
カ
年
の

サ
イ
レ
ー
ジ
の
平
均
値
で
す
（
ホ
ク

レ
ン
分
析
）。
過
去
四
カ
年
分
の
平

均
と
比
較
し
て
今
年
の
サ
イ
レ
ー
ジ

は
水
分
が
高
め
で
、
発
酵
品
質
の
指

標
と
さ
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
の

値
は
平
年
よ
り
も
低
い
結
果
で
し
た
。

○
一
番
サ
イ
レ
ー
ジ

・
Ｃ
Ｐ
が
低
く
、
Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
高
い
。

↓
Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
多
い
の
で
食
い
込
め
な

く
、
さ
ら
に
Ｃ
Ｐ
が
低
い
こ
と
か
ら

乳
量
へ
影
響
す
る
可
能
性
あ
り
。

○
二
番
サ
イ
レ
ー
ジ

・ 

Ｃ
Ｐ
と
Ｔ
Ｄ
Ｎ
が
高
く
、
Ｎ
Ｄ
Ｆ

が
低
い
。

↓
成
分
は
高
め
だ
が
、
天
候
不
順
に

よ
る
刈
り
遅
れ
が
見
ら
れ
た
事
か
ら
、

給
与
し
て
も
牛
の
反
応
が
良
く
な
い

と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

○
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し

・ 

Ｎ
Ｄ
Ｆ
が
高
く
、
デ
ン
プ
ン
の
含

量
が
低
い
。

↓
成
分
が
低
め
な
こ
と
か
ら
、
牛
の

反
応
（
毛
づ
や
・
繁
殖
・
乳
量
な
ど
）

が
い
つ
も
よ
り
思
わ
し
く
な
い
可
能

性
あ
り
。

自
家
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

粗
飼
料
分
析
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
と

う
も
ろ
こ
し
で
は
台
風
に
よ
り
カ
ビ

の
生
じ
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
見
た
目
は
良
好
で
も
カ
ビ
毒

の
検
査
を
行
う
事
も
有
効
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
平
成
29
年
１
月
作
成
）

-5
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上 中 下
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上 中 下
5 月

上 中 下
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上 中 下
7 月
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平均気温（℃）平年 
平均気温（℃）本年 
最高気温（℃）平年 
最高気温（℃）本年 
最低気温（℃）平年 

H28年は平年よりも高温の時期が多く見られた
5～6月、7～10月

図１　気温の推移

図２　日照時間の推移
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日照時間（hr）平年

H28年は6月～ 9月の日照時間が平年値より少なかった

表１　普及センター中西部支所管轄のサイレージ分析値（水分60％以上で集計）

水分
（％） ｐＨ ＣＰ

（％）
ＴＤＮ
（％）

ＮＤＦ
（％）

アンモニア態
窒素

デンプン
（％）

H28 H24-27
平均 H28 H24-27

平均 目安 H28 H24-27
平均 H28 H24-27

平均 H28 H24-27
平均 H28 H24-27

平均 目安 H28 H24-27
平均

１番草サイレージ
（H28：71点、H24-27：907点）76.6 74.1 4.2 4.4 4.2

以

下

11.0 13.9 59.1 58.7 66.7 62.4 9.7 14.6 8

以

下

－ －

２番草サイレージ
（H28：31点、H24-27：386点）77.4 76.5 4.3 4.4 14.5 10.6 59.3 57.6 61.6 68.5 10.3 13.6 － －

とうもろこしサイレージ
（H28：26点、H24-27：662点）72.6 70.6 4.2 4.1 8.7 8.2 69 70.3 48.6 45.8 8.9 9.9 20.7 24.3

※中西部支所管轄は釧路市（釧路・阿寒・音別）、白糠町、鶴居村



8

8
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年
₁₁
月
に

札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。「
ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
宣
伝
や
、
ち
ょ
リ
ス
に
よ
る
「
旗
揚
げ
ゲ
ー

ム
」、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
堀
米
選
手
・
福
森
選

手
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
両
選
手
サ
イ
ン
入
り
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
グ
ッ
ズ
の
当
た
る
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

さ
っ
ぽ
ろ
の
「
ロ
ー
ン
相
談
コ

ー
ナ
ー
」
も
設
置
し
、
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
等
を

活
用
し
た
生
産
者
向

け
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
「
ホ
ク
レ
ン
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
生
産
者
の
皆
様
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
や
新
商
品
情
報
、
生
産
資
材
（
飼
料

や
農
薬
等
）
価
格
、
乳
価
等
の
営
農
情
報
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
市
況
情
報
や
Ａ
コ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
情
報
の
発
信
も
予
定
。
生
産
者
の
皆
様
に

役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。
お
手
持

ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
か
ら
ご
登
録
く

だ
さ
い
。（http://hokuren-new

s.jp/

）

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

住
宅
等
の
建
物
修
理
で
、
共
済
（
保
険
）
請

求
を
悪
用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
多
発
、
消

費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
等
へ
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
正
修
理
業
者
が
自
然
災
害
事
故
を
装
い

「
共
済
金
（
保
険
金
）
が
出
る
の
で
自
己
負
担

無
し
で
修
理
が
で
き
る
」
と
い
う
内
容
で
高
額

な
見
積
り
金
額
の
契
約
を
交
わ
し
、
解
約
す
る

と
高
額
な
違
約
金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
は
、
建
物
関

係
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
ご
加
入
先

の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

【
旭
川
厚
生
病
院
で

�

「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の
方
を
対
象
と

し
て
、
隔
週
土
曜
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
午
前
中
に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、

検
査
結
果
は
受
診
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届

け
し
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
可
能
で
す
。

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制

（
電
話
０
１
６
６‐

３
３-

７
１
７
１
（内）
２
１
４
６
・
２
１
９
８
）

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

平
成
₂₈
年
₁₂
月
に
、
₁₁
月
の 

「
農
協
改
革
」
を
巡
る
一
連
の 

経
過
に
つ
い
て
、「
ク
ミ
カ
ン
制
度
」
を
中
心
に

整
理
し
た
組
合
員
向
け
資
料
「
こ
こ
だ
け
は
知

っ
て
お
き
た
い
『
農
協
改
革
』
〜
ク
ミ
カ
ン
制

度
は
維
持
さ
れ
ま
し
た
〜
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
資
料
は
農
協
に
改
革
を
迫
る
議
論
の
背
景

や
、
存
続
が
決
ま
っ
た
も
の
の
一
時
は
廃
止
が

提
言
さ
れ
た
「
ク
ミ
カ
ン
制
度
」
の
重
要
性
を
、

対
話
形
式
で 

表
現
し
て
お 

り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

閲覧はこちら↑

登録はこちら↑
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15

15
午後12時30分〜14時

ＪＡ健康サロンは、交流磁気治療器の無料体験会場です。
ひとりでも多くの方に「リラクゼーションパーク」を
体験していただき、その効果を実感してもらうことを
目的としています。
何回来ても無料ですので、安心してご利用ください。

主旨は

？
１日３０分、座るだけの簡単な体験です。
無刺激で、ビリッとすることもありません。
お子様から大人まで、どなたでも体験できます。
お買い物のついでに、お仕事帰りに、お散歩がてら…
普段着のままで結構です。
お好きな時間にご来場ください。

何する
ところ

？
交流電気により磁場をつくり、最大で１１０ミリテスラ�
（１１００ガウス）の磁力線が身体を包み込みます。
Ｎ極とＳ極が１秒間に５０ 〜 ６０回変動し、身体全体に
広く、深く、優しく働きかけます。
今までの磁気治療とは全く違う新しい体験です。
体験中にスタッフが詳しくご説明いたします。

どんな
体験

？
こんな症状に効果があります。
【コリ及び血行の改善】
１回で効果の出るかたもおりますが、平均３〜４回位
のかたが多いです。できれば１０回以上続けてかかるこ
とをお勧めします。特に血行不良でお困りのかたに最
適です。

効果は

？
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■
編
集
発
行�

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
113—
平
成
２9
年
２
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

■�平成28年度生
乳生産実績

（12月） （1月）
月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％） 月計乳量（kg） 1月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧路丹頂農協 8,237,201.7 　94.7 75,885,871.9 　99.4 8,390,964.3 　95.5 84,276,836.2 　99.0

（鶴居地区） 2,902,223.0 　99.1 26,068,228.6 　99.8 2,903,530.8 　98.8 28,971,759.4 　99.7

（幌呂地区） 2,187,272.4 　94.7 20,229,271.0 101.4 2,267,393.1 　96.2 22,496,664.1 100.9

（白糠地区） 1,715,258.9 　93.6 15,710,389.5 　97.6 1,747,930.2 　94.9 17,458,319.7 　97.4

（音別地区） 1,432,447.4 　88.2 13,877,982.8 　98.0 1,472,110.2 　89.0 15,350,093.0 　97.1

管 内 計 43,402,342.6 　96.7 402,950,675.4 100.8 44,199,627.6 　97.3 447,150,303.0 100.5

（前年度管内計） 44,868,655.5 399,703,254.9 45,424,997.0 445,128,251.9

理　事　会　報　告
12月定例理事会　平成28年12月22日（木）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１１月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
付議事項�
議案第１号　�平成２８年度（第３四半期）にかかる監事

監査の結果について

議案第２号　営農計画樹立基本方針の設定について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　�平成２８年度　畜産・酪農収益力強化整備

等特別対策事業の承認について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�当面の業務日程について

1月定例理事会　平成29年1月30日（月）
報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１２月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．平成２８年度決算見込みについて
６．理事に対する資金の貸付報告について
７．�事務受委託契約締結組織の無通告監査の報告につ
いて

８．�平成２８年台風等被災組合員に対する救援募金の報
告について

付議事項�
議案第１号　�ＪＡ全国監査機構期中監査の結果について

議案第２号　営農振興資金の貸付について
議案第３号　融資の承認について
議案第４号　�搾乳素牛増頭対策事業要領の制定について
議案第５号　ＪＡ倉庫の解体について
議案第６号　固定資産の修繕について
議案第７号　固定資産の取得について
議案第８号　�平成２８年度　畜産・酪農収益力強化整備

等特別対策事業の承認について
議案第９号　�役員推薦会議運営要領の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
１．�組合員の農業に係る現況照会について
２．当面の業務日程について

お詫びと
訂　　正

１月号６頁の中で、誤りがございました。お詫び申し上げますとともに、改めて
訂正させて頂きます。
組合員組織の白糠町農民組合　執行委員長（誤）江崎照夫様→（正）鳴海聖浩様

大変お世話になりました。

菊　地　雄　次
白糠支所購買課
白糠給油所考査役

この度、平成29年１月31日をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を定年
退職いたしました。
昭和56年８月17日に旧幌呂農協に入組以来35年６ヶ月の永きにわたり務
めることが出来ましたのも、公私にわたる皆様のご指導、ご支援の賜と
心から感謝いたしております。
農協合併後は全支所でお世話になり、多くの人と接する事が出来ました
ことが私の財産となりました。
最後に皆様のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、退職の挨拶と致します。
長い間お世話になり、有り難うございました。
（本職員は引き続き、白糠支所に準職員として勤務しています。）


